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統合失調症患者 18人（男性 9人）と健常対照者 19人（男性 7人）が研究に参加した。 患者群の陽性症状は
良好にコントロールされていた。functional magnetic resonance imaging (機能的核磁気共鳴画像法; fMRI)
を用いて、運動随伴的な予測エラーに特異的に反応するとされる脳領域である側頭頭頂接合部 
(temporoparietal junction, TPJ) と、運動随伴的な予測エラーにも、運動非関連的な予測エラーにも反応す
るとされる脳領域である上側頭回 (superior temporal gyrus, STG) における、両タイプの予測エラーに対す
る脳反応を調べた。被験者は、赤色や青色の四角形による視覚刺激に対してボタンを押し、音を聞くという感
覚運動課題を行ないながら、fMRI の撮像を行なった。ボタンを押すという行為に随伴して提示される音と、
先行する行為を伴わずに視覚刺激の一定時間後に提示される音を用意し、それぞれ低頻度でわずかに遅らせて
提示することで、両タイプの予測のエラーを引き起こした。 
患者群の TPJにおける運動随伴的な予測エラーと、STGにおける運動随伴的および運動非関連的な予測エラ
ーに対する脳反応は、健常群と差がなかった。しかし患者群において健常群と異なり、TPJ における運動非
関連的な予測エラーに対する脳反応がみられた。この結果は、3つのモデルのうち、帰属推定モデルの異常を
支持した。 
本研究では、患者はエラーの検出においては異常が見られず、運動非関連的な予測エラーが運動随伴的な予測
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エラーとして誤帰属されている、すなわち行為主の推定の過程に問題があることを示唆した。本研究の結果か
ら支持される、帰属推定モデルの異常によれば、順モデルや感覚ゲーティングモデルでは説明できない、統合
失調症の症状の変動性や、周囲の状況によって変化するなどの文脈依存性、また特定の誰かに原因を帰属する
ことなどを説明することができる。研究に参加した患者群の陽性症状がよくコントロールされていたことを考
えると、今回我々が検出した異常は、陽性症状がコントロールされてもなお残る異常なのかもしれない。患者
におけるこの異常が、先天的なものなのか後天的に獲得されたものなのかは、統合失調症の治療戦略において
重要な影響力を持つ。もしも先天的であるとすれば、この異常を脆弱因子と捉えてスクリーニングすることが、
予防的なアプローチとして検討に値する。一方でこの異常は、長期にわたる順モデルや感覚ゲーティングモデ
ルの異常から引き起こされる、という立場もあり、早期治療の必要性を、理論的に説明することにつながるか
もしれない。我々が検出した、この潜在的な病理的因子は、将来的に診断や早期介入における重要なターゲッ
トとなるかもしれない。 
